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     私たちは愛するこの地で生き続けたい！              
大地震・電源喪失で高レベル廃液が沸騰・爆発すると大破局！                     

六ヶ所再処理工場には高レベル放射性廃液がチェルノブイリ事故の9.4倍の量

が溜まっています  ガラス固化しなければならない超危険物が液状で存在              

 

 大量に溜まっている高レベル廃液 現在六ヶ所再処理工場

には約240ｍ3の高レベル廃液が溜まっており常時冷却され

ています。電源喪失が起こると沸騰しさらに放射線分解水素

による爆発の可能性も出てきます。右図はごく一部でも環境

へ放出されたとき評価です。この真偽について国と原燃へ見

解を問いただしましたが根拠資料がないのでコメントできな

いとのことでした。（原燃08.9、国08.12回答）事業者や国

は安全ならばデータを示し私たちの不安を解消する責務があ

るはずです。 

 今回の福島第一原発事故を受けて私たちはこの危険性につ

いて4月27日午後1時半から原燃PRセンター別館で再度

原燃を問いただし対策を要請します。  

 真っ先に被害を受けるのは従業員の方々になります。黙っ

ていてはひどい目にあいます。私達自身が子孫私達そしてこ

の地を守るため納得のいく説明を求めましょう 

るため納得のいく説明を求めましょう。 
 

「核燃料サイクル施設批判」高木著七つ森書館より 

「高レベル廃液100ｍ3を含むタンクが破壊されその１％

が外部に放出されたとき」の評価例 

 

 

東日本大震災の
元になった大地
震 M９による大
きな余震が想
定されており、
それがこの地で
起こる可能性が
あります。 

M8 が想定さ
れ て い る の
に 、 こ れ で
は！M７クラ
スで破局的事
故の可能性！ 
これだけは絶
対に避けたい 
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廃液は常に冷却し、排気しなければならない。地震で停

電になったり、冷却パイプが破断したりすると、１５時間

で沸騰する。また数時間で水素濃度が爆発下限になると学

会誌に書かれてある。貯槽は 10 基、合計 680ｍ3 

本格稼働になれば常時 500m3 貯蔵保管されるらしい・・。 

 

 

（フ（事例）フランス、ラ・アーグ再処理工場 

     電源喪失高レベル放射性廃液 爆発寸前事故 

1980 年 4 月 15 日、ラ・アーグ再処理工場の電源室で火災

が発生、電源喪失状態になり、高レベル放射性廃液を冷却

できず沸騰直前までになった。急遽約 100ｋｍ離れたカー

ン市に電源車を要請、3 時間後に到着、１３時間後にやっ

と冷却が始まり電源喪失状態を脱することが出来た。電源

喪失状態が長引いていたなら沸騰・水素爆発の破局的事故

に発展し北半球が広く汚染されていただろうと言われてい

る。＊六ヶ所再処理工場はラ・アーグの技術で建設された。 

（事例）ウラル核惨事 1957 年 9 月 29 日、南ウラルのマヤーク再処理工場（核兵器原料

生産）で高レベル放射性廃液貯槽の冷却系統が故障、タンク内の温度が上昇し爆発した。

ストロンチウム 90 を指標とする汚染地図、青森に上図の汚染図を重ねると 
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（問い合わせ 三陸の海を放射能から守る岩手の会 019-661-1002）2011.4.26 


